


















薬剤師は単なる薬品販売や調剤だけでなく、薬理学を学んだものとして、医者・患者・客

に情報伝達者としての素質・役割を持っている筈である。薬局・調剤薬局・病院薬剤部・

学校・保健所での活躍も見られ、市民との接触の多い窓口とし意義がある。

開発途上国では、医師・看護婦・保健婦・カウンセラーとならび政府の家族計画再教育研

究会のメンバーとしてあげられている。

日本では、地方によっては薬局の一隅を、教育相談の場として助産婦に提供している所や

若者の悩み相談的立場の薬剤師も存在する。

薬剤師は、医師の下で薬剤を扱うのではなく、医師にこの複雑に分化した薬剤に関する情

報提供者としての役割があり、また病棟の薬剤管理・患者とベットサイドで関わる試みも

行われている。質を高める為に、大学教育を現行 4年から 6年制にする提案もある。


